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研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要  

 

	
 分子生物学をはじめとする生命科学の精密化と医学薬学諸分野の横断的学際的な研究の

進展により、各種の生活習慣病の病態や発症機構が分子レベルで徐々に明らかにされつつ

ある。このような状況下、生活習慣病の発症や進展あるいはその防御や治療のキーとなる

タンパク質等の生体内分子を特定し、その機能および機能制御法を明らかにし、これを標
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的分子として薬物を開発することにより効果的な医薬品開発が期待できる。本研究プロジ

ェクトは、主として循環器疾患およびがんの治療薬開発に向けて、病態あるいは治療のキ

ーとなる標的分子を特定し、その機能および機能制御法を明らかにして、治療薬開発に繋

げていくことを目的とする。 

 

	
 本プロジェクトは衛生化学、薬理学、免疫学、生化学、薬物代謝学、薬剤学など、専門

分野を異にする 6つの研究班で構成されており、各班はそれぞれの専門的視点から、循環

器疾患、がんなどの生活習慣病の発症や進展、予防のキーとなる生体内分子、標的候補分

子の探索、特定、機能解析、機能制御法の検討を行うサブプロジェクトをそれぞれ立ち上

げ、推進するとともに、各研究の進展ステージに応じて必要となる専門分野の班が随時加

わり、技術的、物的な支援および助言等を行い研究の更なる展開をはかる。このような連

携体制の研究組織を組むことにより、各班の専門性と能力を最大限に生かし、かつその研

究テーマを他分野にまで拡大・発展させることが期待できる。 


